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エゾシカに寄生する各種住肉胞子虫の生活環解明のための研究 
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A．研究目的 

近年、有害獣肉を食用利用する地域

振興事業が推進されているが、その可

食部筋肉には高率に住肉胞子虫

（Sarcocystis属原虫）が寄生すること

が知られている。この原虫の寄生した

シカ肉を摂取したことによる食中毒

事例も報告されている一方で、原虫種

や種ごとの分布状況、また毒性の原因

物質など、基礎情報はほとんど解明さ

れていない。そのため、食中毒予防、

ならびにジビエ産業振興のためにも、

野生獣肉に寄生する Sarcocystis の生

態解明は必須の課題である。昨年度ま

でに、特に国内での食用利用の盛んな

エゾシカにおいて、4種 (S. japonica、

研究要旨 

昨年度までの調査によりエゾシカにおける複数種の Sarcocystis 属原虫の

高率な寄生状況が明らかとなったが、その生態についてはまだほとんど解明

されていない。特に、エゾシカにおける高度流行状況を説明し、また制御の

ための対策を検討する上で、生活環の解明、すなわち終宿主動物の特定は不

可欠である。先行研究では、S. ovalisの終宿主としてカラス科鳥類の関与を

本邦ではじめて証明した。今年度は、エゾシカにおける保有率が９割を超え

る S. pilosaを対象とし、キタキツネにおける保有状況調査を実施した。その

結果、検査した 65検体のうち 1件において、糞便内に S. pilosaのスポロシ

ストが検出され、エゾシカ-キタキツネ間で本種の生活環が維持されているこ

とを初めて明らかにした。ただし、糞便内のスポロシスト検査は低感度であ

り、実際の感染率を示していないことが危惧される。より正確にキタキツネ

の本種保有状況を評価するため、今後は捕獲された個体の小腸を対象とした

組織学的・分子学的調査を実施する必要がある。 



S. cf. tarandi、S. pilosa および S. 

ovalis) が寄生していることを明らか

にした。今年度はこれらの生活環の解

明を目指し、終宿主動物を対象とした

調査を行った。 

 

B．研究方法 

道東地域において 2018年 5月およ
び 12 月にそれぞれ 44 個、21 個のキ
ツネ糞を採集した。（糞主動物は糞便

表面の腸粘膜由来 DNAの分析により
特定した） 
蔗糖遠心浮遊法により Sarcocystis
属原虫のスポロシストを顕微鏡下で

探索した。検出されたスポロシストに

ついて、18S rRNA遺伝子領域および
シトクローム cオキシダーゼサブユニ
ット I (COI) 遺伝子領域の塩基配列を
解読し、分子系統解析による種の同定

を行った。 

 

C．結果 

12 月に採集した検体のうち 1 件か

ら、内部にスポロゾイトを内包した典

型的なスポロシストを検出した。18S 

rRNA 領域 (1669bp) および COI 領

域 (1029bp) の塩基配列はエゾシカ

から検出されている S. pilosa のもの

と完全に一致した。 

 

D．考察 

S. pilosaの終宿主については、系統
解析および近縁種での報告からイヌ

科動物が疑われていたが、実際に本種

のスポロシストが野生動物の糞便か

ら検出されたのは世界的にも初の結

果である。本調査でのスポロシスト排

出例は検査したキツネ糞のうちわず

か１例のみであったが、糞便中へのス

ポロシスト排出量には変動があるこ

とが知られていることから、今回の結

果は正確な流行状況を反映していな

いことも疑われる。そのため、今後は

捕獲されたキツネの小腸を対象とし

た組織学的・分子学的調査を進め、実

際の感染率等を評価していく予定で

ある。 
また、S. japonica および S. cf. 

tarandi に関しては、終宿主を示唆す
る情報は世界的にも知られていない

ものの、特に S. cf. tarandiはエゾシ
カから非常に高率に検出されること

から、分子系統情報も加味し、北海道

に広く生息するイヌ科以外の動物を

対象にした調査が必要であると考え

られる。 

 

E．結論 

S. pilosa の終宿主動物としてキタ

キツネが貢献していることを世界的

にも初めて証明した。これらの動物は、

おそらくエゾシカの腐肉食により、エ

ゾシカ由来の Sarcocystis 属原虫の感

染を受け、そして糞中へスポロシスト

を排出して新たなエゾシカへの感染

源を供給する、という生活環の一端を

明らかとすることができた。本研究に



より、エゾシカにおける極めて高率な

Sarcocystis 属原虫の保有状況を説明

し、また流行制御のための対策を検討

する上で不可欠な情報を、部分的にで

はあるが提供することができたと考

えられる。 
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